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令和４年６月１日時点  瀬戸市施策進行状況                                           

 

事業 実施状況 今後の方向性 

高齢者移動支援推進

事業（R2～R4） 

●移動支援会議の開催 

→事業の内容について検討、瀬戸市高齢者移動支援

推進事業実証計画策定 

●令和３年度に実証実験を行った 

●令和４年度も７月より実証実験を行う 

●事業内容を検討し、実証実験を行

うとともに、本格運行に向けた仕組み

づくりを行う 

チームオレンジ 

●認知症ステップアップ研修の開催 

→チームオレンジの担い手の養成 

●サポーターと当事者のニーズのマッチング 

●３つのプロジェクトを始動 

→オレンジガーデニングプロジェクト 

  おいでんサロン、出張！せとらカフェ 

●認知症当事者の活躍の場の推進 

→世界アルツハイマー月間（図書館・広報等）・ 

福祉マルシェでの出店で活動促進・周知 

 

●認知症ステップアップ研修の実施 

●サポーターと当事者のニーズのマッチ

ング 

●３つのプロジェクトを発展させ、オレ

ンジサポーターの活躍の場をひろげてい

く。 

●認知症当事者の活躍の場の推進・

実施 

、 

大人の本気ダンス 

プロジェクト 

●令和３年度までに４８名の担い手（伝道師）を養

成。今年度も２０名程度の募集を行っている。 

●個人での伝道師活動も始まっており、令和３年度は

41回の活動があった。 

●最終的な目標は、養成した伝道師

が新たな伝道師を生む「自走モデル」

を作ること。 

 

 

事業 実施状況 

サロン・まごころ 

●公立陶生病院作業療法士の派遣事業の開始 

→令和２年度から各場所で月に２回の派遣事業が開

始 

せとらカフェ 

●アルツハイマー月間での周知 

●運営者の交流会の開催 

→カフェ同士や地域包括支援センターとの連携強化 

●チームオレンジや担い手との連携支援 

【社会福祉協議会】 

よりどころ 

●（地域住民向け）地域の居場所推進事業を開催 

→気軽に相談し支え合い助け合える関係性を築く 

 


